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１．はじめに 

一般に，規模が大きい都市間では，連絡距離が長くな

ることから，高い通行機能のもと，より短い連絡時間が

求められる．一方で，連絡距離が短い都市間では，高速道

路の有無によって連絡時間は大きく異なることとなるが，

わが国の高速道路ネットワークは概成しつつある． 

つまり，今後の都市間連絡にあっては，高速道路のア

クセス・イグレス(以下，「アクセス」という)を含めた一

般道路のサービス改善が重要なポイントとなる． 

これに対して，下川ら１）はこのような都市間連絡にお

いて 50～65km/h 程度の速度を有する道路の有用性を簡

易なシミュレーションにより説明している．一方，福井

ら２）や野平ら３）の先行研究では，国土のグランドデザイ

ン４）を踏まえた複数の都市階層相互を連絡する速度サー

ビスの状況を示している．しかし，この中では高速道路

のアクセスや高速道路でカバーされない都市間のサービ

スの実態にまでは触れられていない． 

そこで本研究では，都市間連絡におけるサービス状況

について改めて整理したうえで，その中でサービスの良

否に関わる一般道路の速度サービスの実態について考察

を加える． 

２．分析対象都市とデータセットの作成 

本研究では，先行研究を踏まえ図－１に示す４つの都

市階層を設定する．さらに，それらの依存，連携関係を想

定し①～⑥のような連絡レベルを設定した．このうち，

連絡レベル④～⑥の都市間ペアについては，本研究の趣

旨から，高速道路整備が概ね完了している６県とし，そ

の中から高速道路未整備の二次生活圏を除いた．また，

表－１に示される条件(a～c)に該当する都市間は，本来の

都市間サービスが反映されていないため対象外として，

最終的に 467都市間を分析対象とした． 

都市間の連絡時間は，市町村役場位置を起終点とし，

平成 22 年度道路交通センサスの非混雑時旅行速度デー

タにもとづく最短時間経路探索により求めるとともに，

利用経路上のリンクデータを蓄積しデータセットとした． 

３．都市間の連絡レベルとサービスの状況 

３．１ 都市間連絡と高速道路カバー率 

図－２は，高規格幹線道路が経路上に含まれる都市間

を高速道路カバー都市として，その都市間数の割合を連

絡レベルごとに示している．レベル①，②の都市間では

高速道路でほぼカバーされている．しかし，下位の連絡

レベルになると高速道路カバー率が低下し，⑥は高速道

路整備済みであるもののカバー率は 17％となった． 

３．２ 高速道路カバー都市間の速度サービス 

図－３は，高速道路カバー都市間の道路距離と速度サ

ービスの状況を示している．上位の連絡レベルほど都市

間の道路距離が長く高速道路距離も長い．これに対し，
図－１ 分析対象都市 

図－２ 都市連絡レベル別の高速道路カバー率 

表－１ 分析都市間の選定 
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アクセス距離はこれに比べるとはるかに小さい．このた

め，高速道路の旅行速度に差はないものの，アクセス距

離の占める割合から，下位の連絡レベルほど都市間の旅

行速度は低く，特にレベル⑥は平均で 55km/h程度であ

り，全体に占めるアクセス時間の割合も 54%と，高速道

路のメリットを十分に生かせていない． 

３．３ 高速道路非カバー都市間の速度サービス 

図－４は，高速道路が利用経路に含まれていない非カ

バー都市間の道路距離と速度サービスの状況を示してい

る．高速道路非カバー都市間の道路距離は，高速道路カ

バー都市間と比べて総じて短い．しかし，都市間の旅行

速度は高速道路カバー都市間のアクセス旅行速度をわず

かに上回る程度であり，例えばレベル⑥では都市間の旅

行速度に 20km/h程度の差がみられる． 

４．アクセス道路の速度サービス 

図－５は，高速道路カバー都市間のアクセス部分に着

目し，速度サービスの状況を示している（ただし，アクセ

ス道路中に都市高速等自専道区間を含む都市間は除く）．

これによれば，旅行速度が 50km/h以上は１都市間のみで

あり，35km/h以上の都市間も 1/4程度に過ぎない． 

これに対して，図－６は旅行速度が 35km/h以上の都市

間を対象に，これを構成する各区間の速度階層別の延長

割合を，アクセス道路の旅行速度別に平均した値である．

30km/hを下回る延長割合は，速度ランクが低い都市間ほ

ど延長割合が高くなる傾向にあるが，他の速度階層と比

べると小さい．この階層は，幹線道路に至るまでに必要

なランニング分とも考えられる．一方，速度ランクが高

い都市間では 50km/h以上の延長割合が高く，速度ランク

が低くなるほど 30～50km/h の割合が増加することから，

高速道路へのアクセスは，50km/h以上の速度階層の延長

割合によって，そのサービス水準が規定される．これは

高速道路非カバー都市間においても同様の結果であった． 

６．おわりに 

都市間連絡のサービス状況について，実データを用い

て分析することができた．とりわけ，高速道路カバー都

市間のアクセス区間や高速道路非カバー都市間でのサー

ビス速度は，最大でも 50km/h台であり，これに加え

て，実現するそれらの平均旅行速度や，これに介在する

各区間の速度階層の違いを踏まえると，都市間連絡のた

めの目標とするサービス水準を設定できそうである．今

後，これらについて詳細に分析していく． 
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図－６ アクセス道路速度の階層パターン 

図－４ 高速道路非カバー都市間のサービス状況 

図－３ 高速道路カバー都市間の速度サービス 

図－５ アクセス道路の平均旅行速度の分布 
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